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りの継承が地域社会に果たしてきた役割は非常に大きい。[能登 1950]  
「でか山」は、石川県、能登半島七尾市の大地主神社の春の例大祭、青柏祭に奉納される日










り上げにより 90 度回転させる見せ場、「辻廻し」が行われる。 


























高さ 20m の旗竿が 100 人の若衆により担ぎ出され、「島田くずし」と称する練りの技法を
披露する。でか山、キリコにこの旗竿祭りを加え、身体運動文化としての祭りを調査、考察
した。 
        






























5 日（旧暦 11 月 5 日）に農家の主人は裃姿の衣装で田から田の神を迎え、翌年の 2 月 9






































































































































































































































































































２．2013 年～2018 年の各年 7 月 1 日から 10 月 20 日、夏から秋の約 3 ヶ月間、能登半島






















 －1 担ぎ手の貸し借り 

























青柏祭の曳山行事の目的、意義を分析する。第 2 節は曳山行事について説明する。第 1 項
では曳山の巨大化と山建、曳行技法、第 2 項で木遣り唄、第 3 項では曳山の組織、第 4 項
で組織の変遷を解説する。また第 3 節では 2 章のまとめとして 1 項、2 項で青柏祭の曳山行
事の継承の課題、祭り存亡の危機への対処の歴史的事例を取り上げ、その継承について検討
する。さらに第 3 項において、青柏祭の曳山行事の「神聖性と遊戯性」について考察する。 






















序章    研究の対象、目的、先行研究、論点 
第 1 章 「依代」「風流（ふりゅう）」としての山・鉾・屋台行事 
第 2 章 青柏祭の曳山行事の民族誌 
第 3 章 キリコ祭りの民族誌 
第 4 章 身体運動文化としての祭を考察 




















第 1 節 山・鉾・屋台行事   

























して山鉾祭りに発展し、全国に伝播した。[植木 2016：10‐12]   














第 2 項：風流としての山・鉾・屋台 




















































































                                   ・田鶴浜町住吉大祭・中能登町鳥屋 
 
・黒島天領祭（二層露天四輪）⇒・輪島市門前町諸岡比古神社例祭・門前町剣地お小夜祭 
                ・志賀町富来領家八朔祭 










2003 年 10 月、ユネスコ総会において無形文化遺産の保護に関する条約が採択され、2006
















歌舞伎（伝統的な演技演出様式によって上演される歌舞伎） 2008 年 
雅楽 2009 年 
小千谷縮・越後上布 2009 年 
甑島のトシドン 2009 年 
奥能登のあえのこと 2009 年 
早池峰神楽 2009 年 
秋保の田植踊 2009 年 
チャキラコ 2009 年 
大日堂舞楽 2009 年 
題目立 2009 年 
アイヌ古式舞踊 2009 年 
組踊 2010 年 
結城紬 2010 年 
壬生の花田植 2011 年 
26 
 
佐陀神能 2011 年 
那智の田楽 2012 年 
和食；日本人の伝統的な食文化 2013 年 
和紙；日本の手漉和紙技術（構成／石州半紙、本美濃紙、細川紙） 2014 年 
山・鉾・屋台行事 2016 年 










































・山・ 鉾・屋台行事は伝承者や実践者（行事が行われている 33 の市や町の すべての
住民）にアイデンティティ、持続性や芸術的創造性を与えるものである。 






伐採した後に景 観をどう回復するかを説明している。例えば、日田市では次の 100 
年間に山・鉾・屋台の車輪として使用するため、2008 年に、市、保護団体、森林組
合や住民が 1,000 本のアカマツの苗木を植えた。 また、提案書は、山・鉾・屋台行
























                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                











新羅神社、神明宮の三社の合同例祭に合わせて、8 月 1 日から 3 日間行われる行事で、三



































































新宿では 14 町内から山車が繰り出される。 
・＜高岡御車山祭の御車山行事＞：前田利長が高岡城下の町内に御車山を分け与え、関野神
社の春祭（御車山祭）に神輿の巡行に伴って奉曳したのがはじまりとされる。4 月 3 日の







舞、神輿、鉾、曳山、庵屋台が町内を巡行する。4 日（指定時 14 日）の宵祭りでは、神
明宮から 3 台の神輿が御旅所まで渡御する。各山町では曳山と庵屋台を組立て、神像を

















































ら約 3 か月にわたって祭事が行われ、華やかな車楽船の出る行事と 1 年の穢れを植物の
葭に託して川に流す神葭流しの 2 つの行事を中心に祭りが構成されている。 















・＜長浜曳山祭の曳山行事＞：長浜八幡宮の春祭に際して、12 基ある曳山のうち、毎年 4 基
35 
 
ずつが交替で曳き出されるものである。4 月 13 日の神輿渡御、鬮取り神事から始まり、
14 日の登り山、夕渡り、15 日の朝渡り、太刀渡り、歌舞伎（狂言）奉納、お旅所への曳
山、戻り山、16 日の後宴などが行われる。曳山は、歌舞伎（狂言）を演じる花道用のセリ








































































に PR し、地域のブランド化・アイデンティティの再確認を促進する。 




















化庁では、日本遺産を 2020 年までに 100 件程度認定していく予定である。また、認定を受
けたストーリーに対しては、日本遺産魅力発信推進事業という文化芸術振興費補助金の交
付による支援も行う。としている。 






















































第 2 項：日本遺産キリコ祭りのストーリー 
 キリコ祭は、「灯（あか）り舞う半島 能登 ～熱狂のキリコ祭り～」をタイトルとして第






































































































































































































































































か山の曳付之木遣唄には、「どっと曳き込む山王の庭へ 上の七社に また中七社 下の七



















     
図２－１ 江戸期の青柏祭曳山曳き込み（大地主神社所蔵） 
 














④ 日吉大社の祭り。山の神をむかえて豊作を祈るもので、4 月 12、13 日(旧暦 4 月の中




の御供をうける儀式で、10 世紀末には山王祭の主要な祭祀となった。  































在、青柏祭および曳山行事で執行されている神事は 5 月 1 日の筵山から 6 日の終了奉告祭
までの 6 日間行われる。 その他、奉納手拭清祓、新調される祭具、道具等の清祓などの神
事が個人のものも含め執り行われる。奉仕神職は青柏祭本儀の 7 日前より大忌と称して潔
斎し身心を清め祭典の準備を行う。 
5 月 2 日、唐崎神社紅葉川神泉において修祓式、祭員、市民の除祓、禊を執行する。昭和






























儀式に参加して玉串奉奠を行う参拝者 70 名、数え年 5 歳の男の子を中心に「袴上げ」と称
する親子 30 名の約 125 名で執行される。また 3 日～5 日曳行直前、鍛治町は 3 回、府中町
は 2 回、魚町は 1 回それぞれ三町とも曳山行事に関する安全祈願祭と所定の場所への到着
後、木遣りなどの感謝の儀式を行う。 
表２－１ 青柏祭の神事 
日 時  神事名                    場 所 
５月１日 鍛冶町筵山清祓祭                   （大地主神社） 
  ２日 唐崎神社紅葉川除祓式               （唐崎神社紅葉川） 
３日 大地主神社神輿渡御氏子各町でか山三台・人形清祓九体（山車前、人形宿） 
鍛冶町曳出清祓祭                    （鍛冶町） 
能登生國玉比古神社魚町御籠潔斎安全祈願祭   （能登生國玉比古神社） 
４日 府中町曳出清祓祭                    （印鑰神社） 
青柏祭本儀                         
51 
 
道饗祭                        （大地主神社） 
５日 鍛冶町曳出清祓祭                   （大地主神社） 
府中町鉾山奉幣祭                （印鑰神社・七尾港） 
府中町曳込奉告祭                    （印鑰神社） 
  ６日 青柏祭曳山行事終了奉告賽奉祭             （大地主神社） 
 
    
     図２－２ 注連縄切の神事 （写真提供鍛冶町でか山保存会） 
 













第 3 項：青柏祭の曳山行事の伝説 
 青柏祭には猿神伝説がある。この祭りは旧暦 4 月の申の日に行われ、明治期から昭和ま































する一条がある。［高木 1973：］ スサノオの八岐大蛇退治は Aa+Bb+Ca+Da の骨子であ






























鎌倉時代前期の承久の乱 (1221) 以前の成立で 3 巻と推定される。南北朝時代頃まで
に増補改修が行われ、6 巻 (延慶本) 、12 巻 (八坂本) 、20 巻 (長門本) などがあり、

























































































































青柏祭 印鑰神社奉幣祭祝詞 鉾山前用 



















   
青柏祭終了奉告祭祝詞 
此乃処乃底津磐根爾宮柱太敷立高天原爾千木高知里氐神鎮里坐須掛巻久母畏伎言波麻久母雄々志





























第 2 節 曳山行事 
 
第１項：曳山の巨大化 
























      



























曳行技法を駆使した最大の見せ場である。20t のでか山の進行方向を 90 度変えるため、大
63 
 














































られしものなりといふ」とある。[七尾市史第 6 巻 1974：484]  
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    図２－４ 百年間使用された印鑰神社府中町の車輪（筆者撮影） 
 
      
      図２－５ 制作中の車輪 鳥毛造船所（撮影でか山保存会） 




    
   図２－７ 迫り上げによる辻回し（撮影鍛冶町若衆） 
    
   図２－８ 脇梃子 中梃子 止梃子（撮影鍛冶町若衆）  
    
  図２－９ 切梃子 （撮影鍛冶町若衆） 
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        図２－１０ 曳行諸役の配置 （筆者作図） 
 














種類  場面 
曳き出し唄  宵山最初の木遣り 
道中唄  でか山運行中の木遣り 
約束唄  道中唄の中でも所定の場所であげる木遣り 
曳き込み唄  五月五日 でか山を宮に納める最後の木遣り 
大木遣り  辻回しの大梃子使用中の木遣り 
曳き付け唄  運行を終え所定の場所に納めた時の木遣り 
 
【曳き出し木遣り唄】 
5 月 3 日、宵山に曳き出す最初の木遣り。木遣り衆の頭が唄いあげる。 
〈曳山運轉の時謡う囃子唄 前祭引初の唄〉：今日は日もよし吉初日よ 明日は申の日山王




〈能州〉：ここは能州 七尾のみなと 出船入船、数ある中で 陸で目出度い  
上米積んでみさき浦へと はせ出し廻る    
〈大阪の川〉：どんとはせ込む 大阪の川へ いかり下ろしてとも綱とりて 伝馬下ろし 
十九を乗せて 乗せてあげましょう 呉服屋までも 
〈那須の与一〉：那須の与一を 御前に呼ばせたまいし 所はいずこ 四国讃岐の  
屋島が磯で 源氏平家の御戦いに    
〈新造目出度〉：新造目出度や いや帆を上げて思うた港へ それそよそよと  
船頭水夫まで手を打ち上げて 船玉無事を 祝い喜ぶ  
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〈五月〉：五月時やら 下女半下まで 茜だすきに赤前垂れに 早苗植えつつ 豊年うたい 
並ぶ早乙女 連なる姿 秋の穂波は 今より見ゆる      
〈新茶出花〉：家内は残らず 前田を植えて 家にゃお嫁はんが 茶をたててござる 新茶
出花を もらうとすれば 新茶出花はまだ薄うござる しばしまたんせ濃い茶が出ます  
〈石童丸〉：あわれなるかや 石童丸は 父を尋ねて 高野の山を 九百九十九の 御寺々
を 尋ね探せど 行き方知らず 母はふもとの こそめが茶屋で 涙こらえて茶をくむ姿   
〈宇治は茶所〉：宇治は茶所 茶は縁所 娘やりたや ありゃ婿ほしや 
〈新造下ろして〉：新造下ろして  
沖眺むれば 共に大黒 表にゃ恵比寿  
〈数え唄〉：一にゃ越後の大日如来 二にゃ新潟の白山様よ 三にゃ讃岐の金毘羅様よ 四
にゃ信濃の善光寺様よ 五つぁ出雲の色神様よ 六にゃ村々鎮守様よ 七つぁ七尾の山王
様よ 八にゃ八幡の八幡様よ 九つぁ高野の弘法大師 十にゃ所の氏神様よ    
〈商いしもうて〉：今日は嬉や商いしもうて遊びましょうか慰めましょうか  
ぶらりしゃらりと新町口へ あまた廓の見に行く女郎は 綾で迷わん錦で惚れん 小判四




丸の城よ 木戸の岩垣 数々むれて 稚児が増すのは若殿までも  
庭に鶴亀 五葉の松 
五日、市内の巡行を終え、鍛冶町に入る時の木遣り：鉦をたたいてはや鍛冶町 雪も降らぬ







目出度目出度の若松様よ 枝も栄える 葉も繁る 富士の白雪 朝日で解ける 娘島田は
情けでとける この間館は 目出度い館 鶴が御紋に 巣をかける 
娘十七・八を やぐらに乗せて 下から見上げりゃ 弥生の桜 鶴は千年 亀万年 浦島
太郎は 八千年 娘島田に 蝶々が止まる 止まるはずだよ 花じゃもの 破れふんどし 
将棋の駒よ 角かと思たら 金が出た 
【曳き付け唄】 
所定の場へ到達した時の木遣り（この時、普段とは異なる節回しで唄う）： 唄いましょうか 
はばかりながら  声の悪いのは 御免となされ はせ込む船 かの川へ いかり下ろし





どっと曳き込む 山王の庭へ 上の七社にまた中七社 下の七社で 山王こめて 君の万

















































































































































           図２－１３ 府中町組織図 
 












図２－１５ 鍛冶町総代の袢纏      図２－１６ 役員・委員の袢纏 
  
 図２－１７ 世話人法被         図２－１８ 若衆法被 
  




 図２－２１ 綱元法被         図２－２２ 元頭法被 
  
 図２－２３ 木遣り衆着流し      図２－２４ 子ども木遣り衆着流し 
 






商品経済の発展という封建的矛盾を緩和するための対応策であった。[吉田 2010]    
徳川家康は新しい江戸の治世のため山車などの祭具を例祭に奉納し、不可視の神を可視
化する。この治世の方法、天下祭方式が伝播して山・鉾・屋台行事が全国に浸透する。[植









































部として連町 12 町よりの補助分担金五拾六円九拾四銭四厘とあり、この時期既に 63％は
協力町の一般民衆が負担している。また 1909（明治 42）年の鍛冶町曳山経費精算報告では
総経費金壱百七拾九円八拾七銭であった。その内連町の分担金は壱百参拾弐円弐拾四銭で、































となり、その結果、平成 29 年鍛冶町では、予算総額 6,787,241 円に対し、市からの助成 2、





































  （１）祭り存亡の危機への対処の事例 
  １）明治 40 年、曳山と電灯・電話線問題 
 七尾町に電灯と電話線が架設されることなったが、これにより青柏祭の曳山の曳行が遮
断され、できなくなるとの懸念が生じた。大地主神社社掌日誌に以下の記述がある。 





















意ヲ表ス、是レ一挙両得ノ措置ヲ採用アラン事ヲ切望ス 以上 十区長の連名 印 















































 明治 28 年 4 月に千余戸を焼失した七尾町に明治 38 年にも大火があった。その焼失戸数










2007 年の能登地震や 2011 年の東日本大震災にもでか山は曳き出された。 
 





























齢は 46.16±12.3 才、88％が 10 年以上の参加であり、30 年以上の参加経験者は 29.3％で
あった。（図２－２６）現在の居住地区は 55.5%がでか山の山町（鍛冶町、府中町、魚町）
以外に居住している。（図２－２７）また七尾市の産業別就業者は、第一次産業従事者が 2135
































   図２－２７ 長期参加者の職業 
 
















人々を日常から遠ざける。[Ｅ．リーチ 1990:223]  青柏祭とでか山は厳粛な儀式の神聖性
と巨大化に象徴される遊戯性が相互に影響しながらその両面を際立たせ、人々を日常から
解放する機能を持つことにより継承されてきたと考えられる。 



































































  第３章：「キリコ祭り」の民族誌 
 
第１節 能登半島のキリコ祭り 







の説がある。        
能登半島のキリコの文献での初見は、1646（正保 3）年の輪島住吉神社の「当社祭礼定書」























期には 250 地区、担ぎ出されたキリコは 1300 を数えたと推察される。表３－1、図３－1 に
主なキリコ祭りと所在地日程を示した。 
 
表３－１ 主なキリコ祭りと日程（No：図 1 に対応） 
祭りの名称  期 日 
23 あばれ祭（能登町） 7 月第 1 金曜日・土曜日 
04 七尾祇園祭（七尾市） 7 月第 2 土曜日 
10 剱地八幡神社大祭（輪島市） 7 月「海の日」直前の 土曜日・日曜日 
24 恋路火祭り（能登町） 7 月「海の日」の前日 
12 飯田町燈籠山祭り（珠洲市） 7 月 20 日・21 日 
29 松波人形キリコ祭り（能登町） 7 月第 4 土曜日 
03 塩津かがり火恋祭り（七尾市） 7 月第 4 土曜日 
25 どいやさ祭（能登町） 7 月第 4 土曜日・日曜日 
02 能登島向田の火祭（七尾市） 7 月最終土曜日 
09 水無月祭り（輪島市 7 月 30 日・31 日 
07 名舟大祭（輪島市） 7 月 31 日・8 月 1 日 
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01 石崎奉燈祭（七尾市） 8 月第 1 土曜日 
11 宝立七夕キリコまつり（珠洲市） 8 月第 1 土曜日 
05 新宮納涼祭（七尾市） 8 月 14 日 
16 西海祭り（志賀町） 8 月 14 日 
18 沖波大漁祭り（穴水町） 8 月 14 日・15 日 
21 明千寺キリコ祭り（穴水町） 8 月 15 日・16 日 
08 曽々木大祭（輪島市 8 月 17 日・18 日 
06 輪島大祭（輪島市） 8 月 22 日～25 日 
27 にわか祭（能登町） 8 月第 4 土曜日 
22 中居キリコ祭り（穴水町） 8 月最終土曜日 
17 冨木八朔祭礼（志賀町） 8 月最終日曜日とその前日 
14 蛸島キリコ祭り（珠洲市） 9 月 10 日・11 日 
13 寺家キリコ祭り（珠洲市） 9 月第 2 土曜日 
19 大町・川島祭り（穴水町） 9 月第 2 土曜日 
15 正院キリコ祭り（珠洲市） 9 月 14 日・15 日 
28 柳田大祭（能登町） 9 月 16 日・17 日 
20 前波曳山祭り（穴水町） 9 月第 3 土曜日・日曜日 




      図３－１ キリコ祭りの主な分布  
石川県観光企画課内「日本遺産「灯り舞う半島能登～熱狂のキリコ祭り～」活性化協議会  
 
第 2 項：能登の民族的身体運動文化「キリコ祭り」 
 キリコ（奉燈）祭りは能登半島の各地で夏から秋にかけ 200 以上の地域で行われてきた。
担ぎ出されるキリコの総数は 900 を超える。キリコ祭は神霊を招きキリコの奉納と担ぎ手
の狂喜乱舞をもって饗応することにより神威を高め、五穀豊穣また海の安全と大漁、あるい


















































































       


























































型化したことも重なりキリコの数が 41 基にまで増加した。 
宇出津では男児が誕生すると祝いとして 1ｍ～1.5ｍのキリコを作る慣習がある。子供た
ちは祭りが近くなるとこの子供キリコを担ぎ出しキリコ遊びを行う。昭和 30 年頃からは子
供キリコが小学校に集合し八坂神社へ担ぐことを恒例とし、その数は 150 基に達した。 
 


































 午前 7 時半白山神社宮司が祭主となり、同社の氏子総代、祭礼委員により神事が執行さ
れて神輿が出御、午前 8 時半、酒垂神社宮司、氏子総代、祭礼委員により神事が執行されて
神輿が出御する。つまり白山神社方と酒垂神社方に分かれて神輿二台により渡御が行われ
















図３－４ いやさか広場のキリコと柱松明（能登町 HP） 
  




図３－６ 置き松明に投げ込まれる神輿（能登町 HP） 
 










   白山方神興 























祭事 場所 祭事 場所 
神興 キリコ 
7:00 白 山 酒 垂 神 興 巡
行 
  白山方神興 
 
  酒垂方神興 
町内全域 
白山方お旅所 

























































































































































図３－４ 図３－５ 図３－６ 能登町ふるさと振興課 
http://www.town.noto.lg.jp/www/event/detail.jsp?common_id=2563 
  
第 2 項：七尾祇園祭 ＜ボランティアアソシエーションの組織化＞ 
１七尾祇園祭りの概観 
 七尾祇園祭は大地主神社（天王社）の夏祭り（お涼み祭り）で 7 月第 2 土曜日に行われ
る。京都祇園祭の八坂神社から勧請し、祇園牛頭天王社とした。例年 6 月 14 日（明治の改




























































表３－３ 七尾祇園祭奉燈の造形（平成 30 年度） 
町 名 文字 絵 全 高 担棒長  塗       
川原町 能登海 森蘭丸本能寺の変図 5.20ｍ 5.40ｍ 白木 
塗師町 飛上跳 楠正行図  7.18ｍ 6.20ｍ 朱塗 
郡町西部 歓無極 川中島合戦図 12.30ｍ 8.40ｍ 黒塗 
郡町東部 寿無極 橋弁慶図 7.40ｍ 7.30ｍ 黒塗 
湊町一丁目 聯飛龍 天照大神・素戔嗚尊 7.98ｍ 6.20ｍ 黒塗 
湊町二丁目西部 福和来 山王鳥居能登國千三百年祝図 7.50ｍ 7.40ｍ 皆朱塗 
湊町二丁目東部 風気涼 龍図 5.70ｍ 5.40ｍ 黒塗 
鍛冶町 牛頭天王 牛頭天王図 6.80ｍ 6.30ｍ 白木 
山王町 破天荒 前田利家 賤ヶ岳奮闘図 8.08ｍ 7.70ｍ 黒塗 
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上府中町 開寿城 高田馬場仇討図 7.00ｍ 6.10ｍ 朱金彩 
















 表３－４に担ぎ手の交流を示した。祇園祭 11 町で町内の住民だけで担ぎ手を確保してい






















町 名 担ぎ手数   主な担ぎ手 外部の若衆住地域 互酬としての手伝い先 
川原町 40 外部が多い 金沢市など 行かない 
塗師町 60 外部が多い 石崎東一区、西一区 石崎東一区 
郡町西部 100 ほぼ外部 石崎，府中，金沢市など 石崎，府中 
郡町東部 40 町内外半々 石崎，万行，矢田，古府，
和倉，中能登町など 
石崎，大和町，鵜浦町 
湊町一丁目 70 町内外半々 大和町など 大和町 
湊町二丁目西部 40 外部が多い 石崎町など 石崎 
湊町二丁目東部 20 外部が多い 矢田町，万行町，金沢市 矢田，万行，金沢市 
鍛冶町 50 外部が多い 石崎町など  




上府中町 40 外部が多い 徳田，中島，能登島 湊町二丁目東部 
























第 3 項：石崎奉燈祭り ＜祭りの過渡期＞ 
（１）石崎奉燈祭の概観 
石崎奉燈祭は、8 月第１金曜、土曜（平成 7 年まで旧暦 6 月 15 日に行われていた）に行
われる七尾市石崎町八幡神社の納涼祭、大漁祈願祭である。八幡神社の由緒、創立の年代不
詳であるが、元慶年間に石清水八幡宮から勧請したと伝えられる。明治の初年村社に列せら
















三区では 15 時頃小奉燈が町内を回った後、和倉駅前広場へ向かう。19 時、小奉燈と大奉燈








時 40 分、東一区を先頭に堂前（神輿）に向かう。15 時、東四区を先頭に堂前（神輿御旅所）
に向かう。15 時 20 分東一区、東二区、東三区、東四区、西二区、西一区の順に堂前に入場。
仮宮（神輿）周辺を大奉燈乱舞、威勢を競い合う。16 時 30 分、神輿前にて市長をはじめ多
くの参列者による大漁祈願祭が執行される。17 時 10 分、再度大奉燈の乱舞、威勢を競い合
いながら各町へ戻る。その後休憩、各々家にて「ヨバレ」②の客を接待する。20 時、各奉燈
は再度堂前へ出発。20 時 20 分西一区、東の所定の位置に到着、西一区を先頭に西へ向か



















・東三区（旧呼称 左近殿山町、寺町）町紋は三つ巴 大文字「志欲静」志静ならんと欲す 
町色赤 志欲静は昭和 20 年代から使用され、時代の世相を反映して荒ぶる事無く静かに志
を遂げよとしている。東三区は法被の着用を禁止し、運行に統制がとれている。武者絵は武
内の宿祢。 


















される。それまで 1 部落 1 自治行政をとして存続し、周辺集落とは異なった生業形態を持
っていた。面積 0.0526 方里（811273 ㎡）という狭小な地域に古くから大集落として存在し
た。その世帯数は 1878（明治 11）年 370 戸、1907（明治 40）年 387 戸、1920（大正 9）
年、1950（昭和 25）年 643 世帯、2010（平成 22）年 926 世帯 2616 人であった。大集落の
成立は特殊な生業と居住形態に基づき、特殊な生活習慣を持つこととなった。1952（昭和
27）年の時点では農業従事戸数 210 戸の内、水田、麦畑はその作付けの面積が 5 反未満 178
戸、5‐７反 22 戸、7 反－１町未満 10 戸の零細であり、主食の自給戸数は 39 戸であった。
1878（明治 11）年の記録には「凡ソ私方村方ハ戸数 370 余戸二シテ口数 1,990 余人有之、
耕地宅地ヲ併セ反別 58 町 9 畝１歩アリ、其中 16 町 6 反 5 畝 6 歩ハ同国鳳至郡黒島村浜岡




































      
             図３－８ 石崎奉燈の町紋  
（４）過渡期にある奉燈祭 






当たり 100 名を必要とする担ぎ手は、住民の人口に対して絶対的に不足している。表 3 に









町名 世帯数 人口 15～65 才男 15～65 才女 15 歳未満男 15 歳未満女 
西一区 311 913 257     274 58 52 
西二区 180 508 134 155 41 33 
西三区 153 410 111 128 19 27 
東一区 83 228 64 55 13 15 
東二区 39 116 28 33      9 5 
東三区 75 201 57 54      7 13 
東四区 85 240 67 65 13 19 
                    平成 22 年度国税調査（世帯）（人） 
奉燈は 14 時に担ぎ出され、時には明朝までつづき、警察より度々注意を受ける。例年、
午前 0 時に終了予定の祭りが朝まで長引くのは、祭りを心底より楽しむ住民の心意気と担














ら問題意識と解決のための聞き取り調査を行った。   
聞き取りの対象者は、東一区の A さん：現役の 20 代の支部長で職業は漁師、B さん：現
在も担ぎ手として熱い気持ちを持ち参加している 30 代の元支部長で会社員、C さん：支部
長経験を持つ現役町会長で 60 代の造園会社の経営者の 3 名である。なお、聞き取り調査は






















   



























































































第４項：向田の火祭り ＜鎮火祭とキリコ＞  
（１）向田火祭りの概観 










 祭礼当日、伊夜比咩神社で神事が執行され、東方 400m の崎山の干場に神輿が渡御する。
この際、太鼓、鉦、笛にあわせて大小 7 基の奉燈が担ぎ出されてきたが現在は車輪が付けら





















 奉燈洗い、松明作り（300 本）、砂あげ（干場入り口 30 個、砂上に砂団子を乗せて榊を挿
す）、藁集め（麦藁あるいは大麦藁を各家庭より 6 束）、シバ集め（各家 7 束で 500 束、以
前は子供達の仕事）などが子供達も責任を負いながら行われてきた。しかし現在は少子化に









さ 135ｍを 2 本作る。 
大がかりな準備、松明縛り、松明起こしは祭りの前日に行われる。シバは根元から 32 束、
48 束、48 束、48 束と巻く。これをアイウチという。松明の周囲に半 円状の杭を数本打
















        
図３－１２ 高さ 30ｍの柱松明（筆者撮影） 
  












 道中は神輿担ぎの壮年団が楽しみながら練り回り進もうとしないため、約 400m の距離












 能登島各地区では 9 月 15 日の向田から 10 月 19 日の島別所までの 1 ヵ月間、秋祭りが行














 獅子舞は各地区により出し物が異なるが、例えば曲（まがり）地区では 7 尋（13ｍ）の旗
竿を 10 人ずつで持ち、神輿を 18 人、カックリ（槍、弓、鉄砲など）を 7 人、マサカリ、





       
       図３－１５ 柱松明の巨大火柱 
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        図３－１６ サシドラ、心木の引き出し 
 































の分布は東日本では小正月、西日本では盆綱引きとして 7 月または 8 月 15 日が多く、二つ
の村落間で勝負を行い、豊作、大漁などの年占・作占として行われてきた。東日本では小正







堀松住吉神社綱引きは毎年 7 月第 3 日曜日、堀松住吉神社で行われる奉納神事であり、












志賀町堀松地区は、世帯数 74 戸、人口 207 人（2016 年現在）の少子高齢化が進んだ過
疎の農村地域である。志賀町の産業従事者は国と比較して第１次産業の割合が高いが、その





















定する。荒縄 15 本（過去は 13 本）を縒り合わせて細縄をつくる。次に 3 束の細縄を合わ
せて大縄を編み上げる。轆轤に 3 束の縄を取り付けそれぞれ右巻きに撚りをかけ締め上げ
る。この時、強度を上げるために縄に水をかけ湿らせ、3 束の綱の芯として割った真竹を入
れ込む。周囲 22 ㎝の真竹を太さ 7 ㎝、長さ 8ｍに揃え、さらに幅 5～6 ㎜の竹籤を綱にねじ
込ませる。綱の正中にドンベと呼ばれる藁房を結び付ける。綱引きの勝敗はこのドンベの最





























相撲は午後７時頃、先ず子供相撲が始まる。午後 8 時頃から稽古が行われ、8 時 30 分頃
から取り組みが始まる。一番勝負、三人抜きなどが行われ、勝ち力士には日用雑貨等の賞品












などの芸能などが奉納され、神社前では綱引き祭りに対する人々の興奮が徐々に高まる。      



































    




















     








かけて床上浸水約 300 戸、床下浸水約 700 戸の甚大な被害が発生した。さらに 1961（昭和
36）年 6 月の洪水では河口付近の高浜町地区を中心に 100 戸を越す浸水被害が生じた。最














合が高いが、その絶対数は減少傾向にある（国 4％、石川県 3％、志賀町 11％）。産業別で
は「製造業」「建設業」「卸売業・小売業」の従業員数が多く、「電気・ガス・熱供給・水道
業」の従業員数が他都市よりも比較的多いことが特性である。これは、1993 年に志賀町赤















































③ 摂津国 （現大阪府北西部と兵庫県南東部旧国名) の一宮。全国約 2300 社余の住吉神
社の総本社。 
④ 往古の住吉大社年中行事のうち、相撲会の神事が最も壮麗で盛大なものであった。ま



































































・藤津比古神社納涼祭         《御明
みあかり
》 




















・堀松住吉神社綱引祭         《御燈
みあかり
》 
・須須神社秋例祭              表記なし 














































































  ＜要旨＞ 
厳かな木々が生い茂る能登の山々、釶打の里の釶打川の畔、稗造川の川上に十七社の本社と
して鎮座する藤津比古神社に畏れながら申し上げます。 






























































































































 ・須須神社 秋例祭祝詞 
































































































神社・鎌はき 所口神社・二腰振 山王神社・火遊び 天満神社・鍬を焼き踊る 飯川神社・







































































地主両川市左エ門郡奉行三輪藤兵衛の夢告により出土し、慶長 2 年大手町、寛永 16 年




























られている。その勤労時間は 1 日 13 時間から 15 時間、朝食前に 2 時間、昼食までに 4 時
間、日没までに 5 時間、夜間 2 時間が普通であり、冬の午後の時間の短縮を夜業で補った
161 
 
とされる。また運搬物は重量 15～20 貫（60 ㎏～80 ㎏）が普通で、5 斗（90 ㎏）の米俵が
運べなければ一人前と認められなかった。米搗きは 1 日一石を臼つきし、田は堅田で 189
歩（1 歩＝1 坪）、沼田は 300 歩を１日で耕した。米俵は１日 10 個を編み、割木は 1 日１棚
を造ることが一人前の男の仕事であった。これらの仕事を競技的に行う風土があった。［石
川県鹿島郡誌 1984：771‐773］ 




































































第 2 項：能登の祭りと身体技法 
（１）お熊甲旗竿祭り 
七尾市中島町の久麻加夫都阿良加志比古神社（熊甲神社）①秋の例大祭で、毎年 9 月 20
日に行われることから二十日祭りとも呼ばれている。この祭りは奇祭として国指定重要無













各末社の神輿の御幸の際の渡御は、1．金幣 2．社名旗 3．猿田彦（通称メン）4．太鼓 5．









































いで巡幸したとある。さらに旧田鶴浜町では大津八幡神社の 3 基、深見・白浜集落の 2 基、
吉田集落は明治期に 7 基の枠旗が神輿の渡御に随行していたが昭和 39 年以降は中断してい
る。現在は使われていない旗の保存に努めている集落も少なくない。また、中島の対岸能登
島町にも枠旗が担がれていた。島別所には 6ｍの小型枠旗が神輿と巡幸していたがこの大き
さでも 10 名を必要としていたため昭和 11 年を最後に中断した。また無関地区では電線の
架設された昭和初期に中断した。閨地区では柴山神社の枠旗三基が舁き廻ったが電線の架



































域全員の奉仕により成り立っている。枠旗の練り廻りには一基に 40 人～50 人が必要であ
り、練りには 100 人を要する。担ぎ上げる動作、差し上げる技法は背丈の揃いが重要な要
素であり、集落の大小に関係なく人員の確保には苦慮している。 




いる出御の順があり、1 番を 10 番以下の若衆が加勢して大人数となり一挙に盛り上がる演
出がなされている。 
表３－７に昭和 40 年頃までの互酬「結」の相互関係を示した。お熊甲祭りは 9 月 20 日
に行われ、9 月 15 日に行われる新宮祭りと予め結の関係を作っている。例えばお熊甲の横
田集落は新宮の上畠、古江の 2 集落と結を持ち、山戸田は北免田、町屋集落と持っている。















表３－７ お熊甲祭における互酬「結」の関係  
熊甲祭（9 月 20 日） 新宮祭（9 月 15 日） 
末社名 集落名 世帯数 結 結 世帯数 集落名 末社名 
八幡 横田 46   27 上畠 諏訪 
本宮 山戸田 46   20 古江 古江 
白山 谷内 48   37 北免田 二柱 
市姫 上町 96   22 町屋 白山 
加茂 宮前 21   65 藤瀬 諏訪 
白山 別所 24   33 鳥越 日枝 
白山 中島 79   5 大平 八幡 
愛宕 中島 55   74 河内 菅原 
菅原 中島 86   75 西谷内 服狭雄 
熊野 中島 107   22 今田 小彦名 
八幡 浜田 173   17 尊保 大山祇 
八幡 横見 15   14 入釜 度会 
菅原 田岸 17   12 地保 白髭 
加茂 外 61   13 楚和 
三像 白山 小牧 108   10 深浦 
白山 深浦 27   14 阿川 
人麿 瀬嵐 76   0 灯 白山 
加茂 長浦 37   
39 鵜野屋 
白山 
神明 外原 31   稲倉 






























































阿蘇の草原の維持と持続的農業 (2013)  
クヌギ林とため池がつなぐ国東半島・宇佐の農林水 産循環  (2013)  
清流長良川の鮎－里川における人と鮎のつながり－ (2015) 
 みなべ・田辺の梅システム (2015)  
高千穂郷・椎葉山の山間地農林業複合システム  (2015)  
持続可能な水田農業を支える「大崎耕土」の伝統的 水管理システム (2017) 
静岡水わさびの伝統栽培－発祥の地が伝える人とわ さびの歴史－ (2018)  
にし阿波の傾斜地農耕システム (2018) 
「世界農業遺産パンフレット（農林水産省）」参照 
現在、世界 20 ヶ国 50 地域、日本では 11 地域が認定されている。表３－８に日本におけ

































































        
図３－２６ 石川県の過疎市町村 （全国過疎地域自立促進連盟） 
  






常の秩序が忘れられる。A から C へ移行する過程で出現するのが、B の役割転換（role－
reversal）であり、祭りの聖なる内容となる。A と C は B の内容への過程であり、A と C が
























式的木遣り唄，まだらが唄われ若衆は舞を踊る儀式 C が行われる。 
 
  
   図３－２８ 鍛冶町曳出し清祓祭（A：形式性）（撮影鍛治町若衆） 
あばれ祭り、あるいは石崎奉燈祭においても同様のシステムで祭りが行われる。B の聖の
内容は競い合いにより生まれた巨大なキリコの担ぎ、曳行よる運搬であり、A における厳粛












結 章：本研究の総括と残された課題   
 
第１節 本研究の総括 






















































































     
  図４－１ 絹本著色印鑰明神垂迹図（南北朝時代） 石川県指定有形文化財 
 
① 719（養老 3）年國府を七尾港付近に設け、港の守護神と鎮祭し、能登國國衙の印 
  璽を保管した由来から印鑰神社と称す、戦國の爭乱天難を土中にさけ、文緑年中赤間 
田より地主両川市左エ門郡奉行三輪藤兵衛の夢告により出土し、慶長 2 年大手町、寛 
永 16 年府中町と府中村の入会浜に移転、文政 8 年現地に遷宮す。 













③ 孝元天皇（紀元前）の創祀。崇神天皇が当社の祭神を分霊し、羽咋郡竹津浦に勧請し  
気多神社とされた故に、当社を気多本宮と称する。天正年間に前田利家旧社地所口より
現在の所口へ遷された。明治 5 年 3 月 23 日県社に列し、同 39 年 12 月 29 日神饌幣帛
料供進神社に指定された。 
 








































績は、合計点では、高齢者が向上傾向にあり、70 歳以上の男性と 65 歳以上の女性が過去最
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http://www.town.anamizu.ishikawa.jp/ （2018 年 7 月 8 日） 
大地主神社山王奉賛会 HP 
http://www.geocities.jp/dekayama770/housannkai/housannkai.html（2018 年 5 月 20 日） 
志賀町 HP 
http://www.town.shika.lg.jp/（2018 年 6 月 2 日） 
珠洲市 HP 
http://www.city.suzu.ishikawa.jp/（2018 年 1 月 14 日） 
七尾市 HP 
http://www.city.nanao.lg.jp/（2018 年 2 月 1 日） 
能登町 HP 




http://www.hot-ishikawa.jp/kiriko/jp/index.php （2018 年 8 月 30 日） 
輪島市 HP 
http://www.city.wajima.ishikawa.jp/ （2018 年 6 月 23 日） 
文化庁 「山・鉾・屋台行事」のユネスコ無形文化遺産登録（代表一覧表記載）について 
http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/2016120101.html （2016 年 12
月 10 日） 






















明治 2 年 4 月 18 日 箱根霊験記躄仇討新左衛門舘 
3 年 4 月 12 日  
4 年 4 月 13 日 (梅ヶ枝・源太) ひらかな盛衰記 
5 年 4 月 7 日  
6 年 5 月 11 日 辻がつほ 
7 年 5 月 22 日 (竹中官兵衛) 
    8 年 大江山酒呑童子（頼光・綱・山うば・金崎・貞光） 
    9 年 6 月 天龍川軍記 
10 年 5 月 16 日 龍宮玉取 
11 年 5 月 14 日 楼門五三桐石川五右衛門藤森之段 
12 年 5 月 14 日 太功記本能寺之段 
13 年 5 月 14 日 御所桜堀川夜討 
14 年 5 月 金刀比羅現記 
15 年 5 月 諸鳥光明段（葛孔カ） 
16 年 5 月 蝶千鳥曽我実録頼朝公富士巻狩 
17 年 5 月 傾城稲妻草紙 
18 年 鎌倉三代記 
19 年 四条縄手合戦 
20 年 義経千本桜 
21 年 肥後熊本城 
22 年 絵本太功記十段目重十郎討死 
23 年 あさしな門やぶり（朝比奈） 
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24 年 平仮名盛衰記 東海屋源平 （渡海銀平カ） 
25 年 大江山酒呑童子 
26 年 桶狭間合戦 
27 年 南都東大寺大仏建立之場 
28 年 三かん征伐 
29 年 絵本太功記本能寺之段 
30 年 玉くしけ箱崎文庫 
31 年 奥州安達原三段目 
32 年 義経千本桜御殿 
 33 年 源平大蔵卿󠄁御殿 
   34 年 寿曽我対面之段 
   35 年 太功記 
（木下藤吉・柴田勝家・佐久間玄蕃・福島正則・織田信長） 
   36 年  南都栄福寺 
   37 年  
   38 年 朝鮮征伐 
   39 年 嫩軍記 （平山・石屋・熊谷・義常) 
   40 年 曽我兄弟夜討 
   41 年 慶安太平記 
42 年 妹背山婦女庭訓〔御殿場〕 
42 年 9 月 27 日 小松の雪・重盛父を諌むるの段諌言 
43 年 稲村ヶ崎新田義貞太刀投げ 
44 年 引三番叟 (式) 
45 年 （春藤左衛門・藍物太郎・女の助タ秀） 
大正 2 年 6 月 7 日 柳生二かい笠 
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   3 年 源平盛衰記 
   4 年 本朝二十四孝 
   5 年 実録いもせ山御殿 
   6 年 大蔵御殿 鬼一法眼三略巻 
   7 年 絵本太功記・本能寺ノ段 
   8 年 狭間合戦・竹中官兵衛館 
   9 年 奥州安達原三段目 
   10 年 大坂軍記 
   11 年 地雷也 
   12 年 め組喧嘩 
   13 年 寛永御前試合 
   14 年 近江源氏・先陣館〔盛御陣屋の段〕 
   15 年 大江山酒呑童子〔御殿場〕 
 昭和 2 年 源平盛衰記〔源太勘当の場〕 
    3 年 助六由縁江戸桜揚巻〔花川戸助六〕 
    4 年 生出太閤記〔大徳寺の場〕 
    5 年 寿曽我の対面の場 
    6 年 里見八犬白傅〔芳雲閣捕物の場〕 
    7 年 小楠公〔如意輪堂の場〕 
    8 年 大坂軍記〔重成血判取〕 
    9 年 桔梗の旗揚〔馬盥〕 
    10 年 大楠公〔桜井駅袂別の場〕 
    11 年 源平盛衰記〔南都東大寺大仏建立〕 
    12 年 七尾城評定の場 
    13 年 大和錦旭旗揚〔天誅組〕 
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    14 年 源平盛衰記〔銘刀誉の石切・鶴ヶ岡八幡宮社頭の場〕 
    15 年 王政復興明治天皇御遷都・江戸城引渡場 
    16 年 千代萩〔御殿場〕 
    17 年 海外誉の旗揚〔山田長政の場〕 
    18 年 桃太郎鬼ヶ島凱旋場 
    19 年 龍宮城 
    20 年 中止 
    21 年 花咲おじいさん 
    22 年 石山軍記 
    23 年 太功記〔光秀みけん割りの場〕 
    24 年 檀浦兜軍記〔阿古屋・琴責〕 
    25 年 東大寺嫩軍記 
    26 年 曽我対面 
    27 年 源平盛衰記〔重盛諫言の場〕 
    28 年 柳井二蓋笠 (生) 
    29 年 菅原天神記〔車曳の場〕 
    30 年 桜井駅楠父子別れの場 
    31 年 慶安太平記〔江戸城濠端の場〕 
    32 年 大坂冬の陣〔血判取りの場〕 
    33 年 御所桜三段目〔弁慶上使の段〕 
    34 年 近江源氏先陣の館 
    35 年 川中島合戦 
    36 年 南都東大寺 
    37 年 源平盛衰記〔一条大蔵館ノ段〕 
    38 年 安達ヶ原三段目 
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    39 年 絵本太功記十段目 
    40 年 檀浦兜軍記〔阿古屋琴責の段〕 
    41 年 一ノ谷ふたば軍記〔組み打の場〕 
    42 年 助六由縁江戸桜〔花川戸助六〕 
    43 年 奥州安達ヶ原三段目 
    44 年 安宅の関所 
    45 年 一ノ谷嫩軍記〔熊谷陣屋の場〕 
    46 年 忠臣蔵七段目〔一力茶屋の場〕 
    47 年 皿屋敷 
    48 年 水戸黄門登城の場 
    49 年 曽我兄弟対面 
    50 年 太閤記本能寺 
    51 年 大阪軍記重成血判取 
    52 年 楠父子桜井駅別れ 
    53 年 近江源氏先陣館 
    54 年 柳生二蓋笠 
    55 年 大阪軍記重成血判取 
    56 年 一の谷嫩軍記熊谷陣屋 
    57 年 先代萩御殿の場 
    58 年 菅原天神記車引き 
    59 年 絵本太閤記十段目 
    60 年 王政復古江戸城引渡 
    61 年 川中島合戦輝虎配膳 
    62 年 曽我兄弟夜討ちの場 
    63 年 太閤記本能寺の場 
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 平成 元年 忠臣蔵七段目 〔一力茶屋之場〕 
    2 年 義経千本櫻 
    3 年 壽 〔曽我對面之場〕 
    4 年 一条大蔵御 〔御殿之場〕 
    5 年 花川戸助六 
    6 年 め組の喧嘩 
    7 年 石切梶原之場 
    8 年 南総里見八犬傳 
    9 年 義経千本櫻 〔川連法眼館之場〕 
    10 年 平治の乱 〔義朝館〕 
    11 年 七尾城評定之場 
    12 年 義経千本櫻 
    13 年 大阪城評定之場 
    14 年 勧進帳 〔安宅の関所〕 
    15 年 先代萩御殿場 
    16 年 太功記 〔本能寺の場〕 
    17 年 平治の乱 〔義朝館〕 
    18 年 仮名手本忠臣蔵 〔一力茶屋の場〕 
    19 年 先代萩御殿之場 
    20 年 源氏物語七尾の栄 
    21 年 蜘蛛巣城 〔森達也〕 
    22 年 長谷川等伯 千利休 〔茶会の場〕 
    23 年 稲瀬川勢揃いの場 〔白波五人男〕 
    24 年 め組の喧嘩 〔神明恵和合取組の場〕 
    25 年 花川戸助六由縁江戸桜 
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    26 年 寿 〔曽我兄弟対面の場〕 
    27 年 智仁勇 〔勧進帳〕 
    28 年 春興鏡獅子 
    29 年 義経千本桜 〔鳥居前の場〕 
 
年 府中町 
明治 2 年 4 月 18 日 檀浦合戦 
3 年 4 月 12 日 賎ヶ嶽合戦 
4 年 4 月 13 日 東大寺大仏供養 
5 年 4 月 7 日 近江源氏八つ目切先陣舘 
6 年 5 月 11 日  
7 年 5 月 22 日 川中島合戦 
    8 年  
    9 年 6 月  
10 年 5 月 16 日  
11 年 5 月 14 日 鑑女鏡 
12 年 5 月 14 日 義経千本桜大物之浦 
13 年 5 月 14 日 小栗判官ノ内浦之場 
14 年 5 月 祇󠄀園祭礼信仰記第四金閣寺之場 
15 年 5 月 鬼一法眼三略巻 大蔵卿󠄁舘の段・菊畑之段 
16 年 5 月 仮名手本忠臣蔵三段目 
17 年 5 月 曽我物語夜討之段 
18 年  
19 年 紫野大徳寺焼香場 
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20 年 大江山蜘蛛妖術 
21 年 義経腰越状 
22 年 和田合戦女舞鶴・〔板額門破り之段〕 
23 年 国性爺合戦紅流し 
24 年 玉藻前旭袂祈禱場 
25 年 天神利生記 
26 年 一の谷嬾軍記〔熊谷陣屋之段〕 
27 年 徳川合戦酒井左衛門太鼓之場 
28 年 日清戦争平壌之場 
29 年 鬼一法眼三略巻〔菊畑の段〕 
30 年 矢矧橋夜半落鳥 
31 年 千本桜〔基盤忠信〕 
32 年 里見八犬伝〔芳流閣〕 
 33 年 伽羅先代萩〔御殿場〕 
   34 年 桶狭間合戦御殿 
   35 年 清洲場修繕の場（城） 
   36 年  柳生実記〔二蓋笠〕 
   37 年 本朝廿四孝 
   38 年 旅順開城 
   39 年  
   40 年 忠臣蔵〔大序八幡宮の社頭〕 
   41 年 蝶花形八つ目 
42 年 忠臣蔵討入 
42 年 9 月 27 日 楠正行・如意輪堂 
43 年 勧進帳〔安宅関〕 
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44 年 安達ヶ原三段の切 
45 年  
大正 2 年 6 月 7 日 大仏供養〔東大寺大仏建立召取りの場〕 
   3 年 近江源氏〔八ツ目〕 
   4 年 本朝二十四孝三段 
   5 年 義経千本桜御殿 
   6 年  
   7 年 忠臣蔵十二段 
   8 年  
   9 年 一の谷嫩軍記 
   10 年  
   11 年 祇園祭礼信仰記〔金閣寺の場〕 
   12 年 曽我兄弟夜討の場 
   13 年 里見八犬伝 
   14 年 鬼一法眼三略巻〔菊畑〕 
   15 年 壇浦兜軍記〔あこや琴攻〕 
 昭和 2 年 忠臣蔵〔大序〕 
    3 年 三州矢作橋 
    4 年 蝶花形〔八ツ目〕 
    5 年 徳川合戦〔酒井左衛門太鼓之場〕 
    6 年 出生太閤記〔清洲城修繕の場〕 
    7 年 忠臣蔵〔討入の場〕 
    8 年 安宅関勧進帳 
    9 年 川中島合戦 
    10 年 二蓋笠柳生日記〔柳生二蓋笠父子試合の場〕 
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    11 年 一の谷嫩軍記〔熊谷陣屋〕 
    12 年 橋弁慶 
    13 年 小楠公〔如意輪堂の場〕 
    14 年 稲村崎新田義貞名刀を海中に投ずるの場 
    15 年 源平小松の雪〔重盛諌言の場〕 
    16 年 本朝二十四孝 
    17 年 清洲城修繕の場 
    18 年 難波戦記〔夏の陣〕 
    19 年 中止 
    20 年 中止 
    21 年  
    22 年 千本桜〔御殿場〕 
    23 年 勧進帳〔安宅の関〕 
    24 年 仮名手本忠臣蔵〔一カ茶屋の場〕 
    25 年 源平盛衰記〔熊谷陣屋の場〕 
    26 年 本朝二十四孝三段目 
    27 年 橋弁慶 
    28 年 浜松城やぐら太鼓の場 
    29 年 太閤記十段目 
    30 年 太閤記〔清洲城修理の場〕 
    31 年 柳生二蓋笠〔親子対面の場〕 
    32 年 義経千本桜〔御殿の場〕 
    33 年 勧進帳〔安宅の関〕 
    34 年 一の谷嫩軍記〔熊谷陣屋の場〕 
    35 年 仮名手本忠臣蔵 
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    36 年 忠臣蔵討入の場 
    37 年 橋弁慶五条の橋 
    38 年 千代萩御殿の場 
    39 年 鎌倉三代記（北条時政・佐々木盛綱・和田秀盛） 
    40 年 源平盛衰記〔鬼一法眼三略巻 菊畑の場〕 
    41 年 義経千本桜 
    42 年 「寿曽我対面の場」 
    43 年 源平盛衰記〔大蔵館の場〕 
    44 年 「天と地と」川中島合戦 
    45 年 本朝廿四孝 
    46 年 忠臣蔵三段目〔松の廊下〕 
    47 年 男は度胸 
    48 年 先代萩御殿の場 
    49 年 勧進帳安宅の関 
    50 年 大岡政談 
    51 年 義経千本桜 
    52 年 清洲城修繕の場 
    53 年 勧進帳安宅の関 
    54 年 鬼一法眼菊畑の場 
    55 年 橋弁慶 
    56 年 曽我兄弟対面 
    57 年 忠臣蔵討入りの場 
    58 年 一の谷嫩軍記熊谷陣屋 
    59 年 清洲城修繕の場 
    60 年 近江源氏先陣館 
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    61 年 本朝二十四孝 
    62 年 伽羅千代萩 
    63 年 大岡政談天一坊 
 平成 元年 春日局 
    2 年 勧進帳 
    3 年 橋弁慶 
    4 年 利家小丸山入城 
    5 年 伽羅先代萩 
    6 年 本朝二十四孝 
    7 年 近江源氏先陣館 
    8 年 清洲城普請の場 
    9 年 義経千本桜 
    10 年 大阪軍記血判取 
    11 年 奥州安達ヶ原三段目 
    12 年 伽羅先代萩 
    13 年 前田利家小丸山城入城 
    14 年 清洲城普請の場 
 
年 魚町 
明治 2 年 4 月 18 日  
3 年 4 月 12 日  
4 年 4 月 13 日  
5 年 4 月 7 日  
6 年 5 月 11 日  
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7 年 5 月 22 日  
    8 年  
    9 年 6 月  
10 年 5 月 16 日  
11 年 5 月 14 日  
12 年 5 月 14 日  
13 年 5 月 14 日  
14 年 5 月  
15 年 5 月  
16 年 5 月  
17 年 5 月  
18 年  
19 年  
20 年  
21 年  
22 年  
23 年  
24 年  
25 年  
26 年  
27 年  
28 年 （火災の為中止） 
29 年 （火災の為中止） 
30 年  
31 年  
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32 年 （木下藤吉郎・伊藤日向守） 
 33 年  
   34 年 有馬猫退治 
   35 年  
   36 年   
   37 年  
   38 年 近江八景（人形二躯） 
   39 年  
   40 年 忠臣蔵〔三段門の外〕 
   41 年 忠臣蔵勘平内 
42 年 伽羅千代萩〔御殿場〕 
42 年 9 月 27 日 児島高徳 
43 年 神霊矢口の渡 
44 年  
45 年  
大正 2 年 6 月 7 日 忠臣蔵七段目 
   3 年  
   4 年  
   5 年 粟津合戦 
   6 年 曽我兄弟討入 
   7 年 源平布引の滝〔小桜責めの場〕 
   8 年 源平盛衰記 
   9 年 義経千本桜 
   10 年 大徳寺焼香の場 
   11 年 神霊矢口の渡〔頓兵衛内の場〕 
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   12 年 太閤記十段目〔真柴久吉・武智光秀〕 
   13 年 太閤記〔本能寺武智光秀討入の場〕 
   14 年  
   15 年 鎌倉三代記三浦別の場 
 昭和 2 年 伽羅千代萩 
    3 年 義経と静御前 
    4 年 難波戦記 
    5 年 一ノ谷嫩軍記〔熊谷軍記〕 
    6 年 本能寺討入場 
    7 年  
    8 年 平仮名感衰記〔逆櫓の場〕 
    9 年 桶狭間合戦 
    10 年 川中島合戦〔輝虎配膳の場〕 
    11 年 安達原三段目 
    12 年 桶狭間合戦〔竹中官兵衛館の場〕 
    13 年 妹背山婦女庭訓〔御殿場〕 
    14 年 源平盛衰記〔源太勘當の場〕 
    15 年 和田合戦女舞鶴〔朝比奈三郎・和田城門破りの場〕 
    16 年 大江山酒呑童子〔御殿場〕 
    17 年 平治の乱〔源義朝館の場〕 
    18 年 難波戦記 
    19 年 中止 
    20 年 中止 
    21 年  
    22 年 狸御殿 
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    23 年 太功記〔本能寺の場〕 
    24 年 一の谷嫩軍記〔熊谷陣屋の場〕 
    25 年 大坂夏の陣〔幸村入城の場〕 
    26 年 大坂夏の陣〔幸村入城の場〕 
    27 年 （朝比奈三郎） 
    28 年 本朝二十四孝〔狐火の段〕 
    29 年 奥州安達ヶ原三段目 
    30 年 平治の乱〔源義朝館の場〕 
    31 年 御所桜三段目〔弁慶上使の段〕 
    32 年 一の谷嫩軍記〔熊谷陣屋の場〕 
    33 年 七尾城評定の場 
    34 年 桜田門の変 
    35 年 羽柴筑前守秀吉 
    36 年 勧進帳〔安宅の関〕 
    37 年 太閤記〔本能寺の場〕 
    38 年 中止（車輪修理不能） 
    39 年 中止（車輪修理不能） 
    40 年 七尾城 
    41 年 曽我兄弟討入の場 
    42 年 近江源氏先陣館〔盛綱陣屋の場〕 
    43 年 恋女房染分手綱〔重の井子別れの場〕 
    44 年 奥州安達原〔環宮明御殿場〕 
    45 年 伊達騒動〔縱の木は残った〕 
    46 年 神霊矢口の渡の場 
    47 年 源氏布引きの滝 
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    48 年 黒田武士日本号槍 
    49 年 三十三間堂棟木由来 
    50 年 修繕寺物語 
    51 年 柳生二蓋笠 
    52 年 男の花道 
    53 年 絵本太閤記 
    54 年 近江源氏先陣館 
    55 年 平治の乱源義朝館 
    56 年 清洲城修繕の場 
    57 年 奥州安達ヶ原 
    58 年 大岡政談天一坊 
    59 年 義経千本桜 
    60 年 忠臣蔵赤穂城明渡し 
    61 年 橋弁慶 
    62 年 勧進帳 
    63 年 朝比奈和田城門破り 
 平成 元年 大阪軍記血判取 
    2 年 近江源氏先陣館 
    3 年 信長出陣連獅子 
    4 年 清洲城修繕の場 
    5 年 平治の乱義朝館 
    6 年 忠臣蔵赤穂城明渡し 
    7 年 奥州安達ヶ原 
    8 年 大岡政談天一坊 
    9 年 七尾城評定の場 
217 
 
    10 年 一の谷嫩軍記 
    11 年 連獅子信長出陣の場 
    12 年 前田利家小丸山城入城の場 
    13 年 清洲城普請の場 




虎之助 鹿ニ乗リ     表具屋  弥兵衛 
女郎人形さらしな     堂後屋  久兵衛 
がく付場々濃野守      因幡屋  吉兵衛 
家来 具足箱持      藤沢屋  与右衛門 
  〆人形四つ 
天保十四年卯四月 八野木 
（鉢） 
西明寺時より       堺 屋  理兵衛 
佐野源左衛門馬乗り    大田屋  兵助 
又五郎          満仁屋  七兵衛 
家来           清水屋  三郎右衛門 
  〆人形四つ 
天保十五年辰四月 堀川御所 
 しずか御前        古府屋  伊右衛門 
 よしつね         大森屋  与兵衛 
 土佐坊へん慶馬乗り    堺 屋  清兵衛 
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    （弁） 
亀井六良         近岡屋  佐十郎 
弘化二年巳四月 忠新蔵七段茶屋場 
（臣） 
 肝煎           表具屋  弥兵衛 
 組合頭          木 屋  与三左衛門 
 同            塩津屋  伊右衛門 
 同            佐野屋  藤次郎 
 同            安宅屋  忠右衛門 
 番徒           鵜浦屋  権七 
〆  
弘化三年午四月 七福神 
 寿老人  廉付      木 屋  与三左衛門 
 大黒 布袋        安宅屋  忠右衛門 
 恵びす 弁天       木 屋  吉左衛門 
 毘沙門 長寿坊      近岡屋  与兵衛 
    （福禄寿） 
  〆七つ 
弘化四年未四月 足かか三代記作替金せつ段 
 額付 若承様        深浦屋  四兵衛 
 小平又取手役       佐野屋  藤次郎 
 御家老          塩津屋  伊右衛門 
 日本左衛門        万行屋  理助 
  〆五つ 
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嘉永元年申四月 太閤記本能寺合戦     
  額付 光秀 馬乗     表具屋  弥兵衛 
  額付 信長公       下村屋  忠兵衛 
 安田作兵衛        塗師町  久兵衛 
 女良人形あのおのつぼね  堂後屋  久兵衛  
 森  乱丸 （蘭）    因幡屋  吉兵衛 
  〆五つ 
嘉永二年酉四月 金門五三桐 
太閤秀吉公        大田屋  兵助 
弥多平并取手       近岡屋  吉右衛門 
石川五右衛門       大森屋  惣助 
□□□          堺 屋  理兵衛 
〆人形五つ 
嘉永三年戌四月   南都東大寺大仏供養  
 岩長           近岡屋  佐十郎 
 重忠           古府屋  伊右衛門 
 半沢六郎         小川屋  市左衛門 
 悪七兵衛 本多六郎    三崎屋  清左衛門 




 額付 新左衛門       安宅屋  忠左衛門 
 道助           木 屋  吉左衛門 
 滝口郷助         宝金屋  清右衛門 
  （上野） 
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団助           新庄屋  佐兵衛 
嘉永五年子四月 団七九郎兵衛夏祭  
 徳兵衛          塩津屋  伊右衛門 
 かこかき人足女良人形 
 弐人合三人こと浦     木 屋  与三左衛門 
 団七           大田屋  伊助 
 大島佐加右衛門      春木屋  四右衛門 





 源 義経 馬引人形付   近岡屋  吉右衛門 
 弁慶馬乗         佐野屋  藤次郎 
 能登守乗常        堺 屋  理兵衛 
 安徳天皇・信中納言平知盛 大森屋  惣助 





 小栗判官         吉沢屋  久右衛門 
 横山大膳・照天姫     近岡屋  庄兵衛 
 風間次郎末春       古府屋  伊右衛門 




 おちよくし        安宅屋  忠左衛門 
 太鼓           木 屋  吉左衛門 
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 足加賀金蔵        方金屋  清右衛門 
 すすめ百助        新庄屋  佐兵衛 




  （賎ヶ岳の場） 
              塩津屋  伊右衛門 
              木 屋  与右衛門 
              下村屋  忠兵衛 




 栂帰左門         表具屋  弥兵衛 
（富樫） 
 良常           大田屋  兵助 
（義経） 
 弁慶           因幡屋  吉兵衛 
 瓶井六郎         三崎屋  清左衛門  
（亀） 




 幸兵衛          塗師屋  久兵衛 
 政右衛門・取手二人    近岡屋  吉左衛門 
 小頭鈴木              金屋丁 
 おそで          堺 屋  理兵衛 




 風間八郎         沢野屋  弥三右衛門 
 □七           近岡屋  吉左衛門 
 運天坊等三人組      佐野屋  藤次郎 
 照手姫          吉沢屋  久兵衛 
 女方           堺 屋  理兵衛 
 小栗判官         今町 大槻屋 又右衛門 
万延二年酉四月 石山軍記・鈴木孫市 
 孫市女房         古府屋  伊右衛門 
              吉沢屋  助八 
 鈴木重之         万行屋  理助 
 孫市・立まわり三人組   伊久留屋 七蔵 
文久二年戌四月八日 天一坊 
              安宅屋  忠右衛門 
              木 屋  吉左衛門 
              近岡屋  庄兵衛 
              堺 屋  義右衛門 
文久三年亥四月八日 平井権八 
              下村屋  忠兵衛 
              新庄屋  左兵衛 
              藤沢屋  伝右衛門 
              店借   金屋丁       
文久四年子四月 楠（原本欠字） 
              表具屋  弥兵衛 
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              いなば屋 吉兵衛 
              大田屋  庄助 
              塩津屋  伊右衛門 
              三崎屋  清左衛門 
慶応元年丑四月八日 妹背山川場 
              木 屋  与右衛門 
              塗師屋  久兵衛 
              近岡屋  吉右衛門 
              鰀目屋  喜三右衛門 
              深浦屋  四兵衛 
慶応弐年寅四月七日 曽我夜討 
              吉沢屋  久兵衛 
              堺 屋  理兵衛 
              佐野屋  藤次郎 
              黒崎屋  宇右衛門 
              春木屋  助左衛門 
慶応三年卯四月八日 （原本欠字） 
              古府屋  伊右衛門 
              吉沢屋  助八 
              半田屋  吉兵衛 




 泉 三郎         木 屋  吉左衛門 
 義経           近岡屋  庄兵衛 
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 錦 三郎         大森屋  惣助 
 後藤女房娘        堺 屋  義右衛門  
 後藤           安宅屋  忠左衛門 





   武者人形当番 
 大星由良之助       春木屋  勇蔵 
 大星力弥・鈴木松竹    釣 屋  間兵衛 
 和久半太夫・千葉三郎兵衛 深浦屋  喜兵衛 
 留森助右衛門・小林平八郎 万 屋  長兵衛 
  〆 
   女良人形当番 
              小山屋  吉郎右衛門 
              三津屋  藤吉 
 高師直          小栗屋  忠左衛門 
 不破数右衛門       小島屋  又右衛門 
              松百屋  佐兵衛 




   武者人形当番 
 木下当吉         番匠屋  弥右衛門 
  （藤） 
 三好長慶・足柄金蔵    塩津屋  円四郎 
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 三好国長         川崎屋  喜左衛門 
 呉羽中納言        嶋 屋  吉左衛門 
  捕手弐人 
  〆  
   女良人形当番 
              茶木屋  庄蔵 
              鍋 屋  吉兵衛 
 芙美御台         谷 屋  久右衛門 
              熊木屋  伊左衛門 
              小島屋  七兵衛 
慶応二年寅四月七日 伊賀越敵討 
   武者人形当番 
 和田志津磨        高畠屋  伊兵衛 
 唐木政右衛門       庵 屋  理兵衛 
 桜田林左衛門       山本屋  治右衛門 
沢井又五郎        甲 屋  長兵衛 
   女良人形当番 
              若林屋  林左衛門 
 石留武助         春木屋  作左衛門 
 池添孫八         能登部屋 清兵衛 
              櫛 屋  理兵衛 




   武者人形当番 
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 九郎判官義経       春木屋  嘉右衛門 
 佐々木高綱        茶木屋  庄兵衛 
 梶原源太         春木屋  久兵衛 
 畠山重忠         油 屋  作兵衛 
   女良人形当番 
              尾内屋  善右衛門 
              新庄屋  勘右衛門 
 巴御前          輪島屋  与兵衛 
              杉野屋  与作 
              金子屋  小兵衛 




   武者人形当番 
 真柴久吉         小栗屋  忠左衛門 
 加藤清正         花村屋  又右衛門 
 武智光秀         三階屋  佐助 
 同 重次郎        春木屋  他三郎 
   女良人形当番 
              川崎屋  八左衛門 
              此木屋  権兵衛 
 みさほ          船蔵屋  覚兵衛 
 はつ菊          塩津屋  理兵衛 
              小嶋屋  助左衛門 



















１． 貴殿の奉仕神社名  
七尾市   山王町鎮座         大地主神社 
２． 本務社および兼務社で祭りにキリコ（奉灯）が担ぎ出されますか。 
○(1 )キリコ（奉灯）が担がれる ○(2 )行われていたが現在は中断・消滅している (3)ない 
(1)とお答え頂いた場合、神社名、祭りの呼称、鎮座地域、キリコ基数、一基当たり必要
な人数 
・ 大地主神社 七尾市東部地区 祇園祭り １２基 必要人数１００人～３０人 /１基    
・ 印鑰神社 七尾市府中町  互市祭り   ９基必要人数  ３０人～１０人 /１基           










                                                       
(1)(2)(3)いずれのお答えの場合でも何か特筆すべきことはありますか。 







・七尾祇園祭 7 月第 2 土曜日 仮宮への参集 9 時ころ（100 発の花火打ち上げ）と神社へ
の参集 11 時ころ    





















  概要 
・七尾祇園祭は大地主神社の夏越し祭りです。古くは牛頭天王社とよばれ、京都祇園祭を能
登に勧請し、旧暦６月１４日に祇園会を行ったことが起源とされています。牛頭天王社は七
尾城落城時に戦火に合いましたが天正 6 年（1578 年）の棟札が現存しています。寛永 12 年
（1635 年）に府中村山王森山王社境内に遷座し明治 15 年（1882 年）に大地主神社となり
ました。従いまして七尾祇園祭は一般的に山王神社「東のお涼み祭り」とされますが、実際
は天王社の祇園祭です。 










 1 担ぎ手の貸し借りは行われていますか。  
  
  ○(1 )行われている     (2)行われていない（町内等単独を維持している） 



































































2019 年１月 大森重宜 
  
